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は
ず
を
整
え
た
上
で
、
約
六
〇
名
の
臨

時
宿
直
員
を
残
し
て
夕
方
に
業
務
を

閉
め
た
も
の
の
、
被
災
は
こ
の
後
に
起

こ
り
ま
す
。

　

同
日
午
後
七
時
頃
、
印
刷
局
等
の
敷

地
西
方
面
か
ら
の
火
炎
が
西
分
館
と
、

さ
ら
に
敷
地
東
側
の
東
分
館
の
内
部

を
焼
き
尽
く
し
ま
し
た
。
そ
れ
に
前
後

し
て
三
井
側
か
ら
の
火
炎
に
よ
り
、
三

井
銀
行
、
旧
南
分
館
、
工
事
中
の
横
浜

正
金
銀
行
、三
越
呉
服
店
等
が
類
焼
し
、

　

大
正
十
二
年
（
一
九
二
三
）、
こ
の

年
日
本
銀
行
本
店
の
建
物
に
新
た
な

時
代
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
ま
し
た

（
図
１
）。

　

東
分
館
（
明
治
三
十
四
年
〈
一
九
〇

一
〉
築
）
以
来
久
々
の
分
館
が
大
正
八

年
（
一
九
一
九
）
に
起
工
さ
れ
、
こ
の

九
月
の
完
成
を
目
前
に
控
え
て
い
ま

し
た
。
長
野
宇
平
治
（
写
真
１
）
の
設
計

に
よ
る
北
分
館
（
写
真
２
）
で
す
。
建
物

構
造
は
レ
ン
ガ
造
り
か
ら
鉄
筋
コ
ン

ク
リ
ー
ト
造
り
に
変
わ
り
、
建
物
の
規

模
も
業
務
の
拡
大
に
対
応
す
べ
く
七

階
建
て
の
事
務
ス
ペ
ー
ス
を
擁
す
る

待
望
の
建
物
で
し
た
。

　
「
本
館
」
の
向
か
い
側
で
も
同
じ
長

野
の
設
計
に
よ
る
横
浜
正
金
銀
行
東
京

支
店
（
注
１
）
が
新
築
工
事
中
で
あ
り
、

こ
の
年
の
二
月
に
は
東
京
駅

前
に
九
階
建
て
の
大
型
事
務

所
ビ
ル
が
完
成
し
て
話
題
に

な
っ
て
い
ま
し
た
。
最
近
ま

で
丸
の
内
オ
フ
ィ
ス
の
象
徴

で
あ
っ
た
初
代・丸
ビ
ル
（
注
２
）

で
す
。
そ
の
よ
う
な
年
の
九
月
、
東
京

の
町
並
み
を
一
変
さ
せ
る
災
い
が
起
き

ま
し
た
。

　

九
月
一
日
（
土
）
の
午
前
十
一
時

五
十
八
分
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７
・９

の
巨
大
地
震
が
関
東
地
方
を
襲
い
、
東

京
と
横
浜
市
内
の
多
く
の
建
物
が
瞬

時
に
倒
壊
し
、
各
所
で
発
生
し
た
火
災

は
折
か
ら
の
突
風
に
あ
お
ら
れ
て
瞬

く
間
に
広
が
っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
本
店
の
建
物
は
い
ず
れ
も

こ
の
地
震
で
の
倒
壊
を
免
れ
ま
し
た
。

　

日
本
銀
行
は
各
建
物
の
無
事
を
確

認
し
、
月
曜
日
以
降
の
緊
急
措
置
の
手

北
分
館
の
建
設

写真 1　長野宇平治
慶応 3 年（1867）越後国高
田に生まれる。帝国大学工科
大学を明治 26 年（1893）に
卒業後、奈良県庁技師嘱託を
経て、明治 30 年～大正元年

（1897 ～ 1912）日本銀行技
師・技師長。震災復旧設計後、
再び日本銀行技師長に復帰。
わが国屈指の古典主義建築家
として知られ、日本銀行本支
店を始めとする数多くの銀行
建築を手掛けた。（日本銀行
金融研究所アーカイブ所蔵）

日
本
銀
行
文
書
局
技
師　

中
村
茂
樹

　
日
本
銀
行
本
店
の
本
館
建
物
（
以
下
、「
本
館
」）
の
歴
史
を
語
る
中
で
避
け
て
通
れ
な
い
の
が
関
東
大
震
災
に
よ
る
被
災
の
話
で
す
。
今
年

の
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
日
本
大
震
災
は
東
北
地
方
を
中
心
に
未
曽
有
の
被
害
を
も
た
ら
し
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
方
々
に
は
心
か
ら
お

見
舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
今
回
の
震
災
が
起
こ
る
ま
で
は
関
東
大
震
災
は
遠
い
過
去
の
出
来
事
と
と
ら
え
が
ち
で
し
た
が
、
今
は
身
近
な
こ
と

に
見
え
て
く
る
の
は
私
だ
け
で
は
な
い
と
思
い
ま
す
。
上
の
写
真
は
ド
ー
ム
屋
根
が
無
残
に
焼
け
落
ち
た
「
本
館
」
の
被
災
の
様
子
を
写
し
て

い
ま
す
。
写
真
か
ら
は
ド
ー
ム
屋
根
以
外
の
損
傷
は
ほ
と
ん
ど
見
え
ま
せ
ん
が
建
物
の
中
は
類
焼
に
よ
り
大
部
分
が
焼
け
て
い
ま
す
。

　
今
回
は
、
震
災
復
旧
の
資
料
を
も
と
に
被
災
か
ら
生
ま
れ
変
わ
る
「
本
館
」
の
様
子
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

3

日
本
銀
行
の
建
物　
そ
の
歴
史
と
変
遷
に
つ
い
て本

店
の
被
災

写真 2　北分館被災後の外
観写真（日本銀行金融研
究所アーカイブ所蔵）

被災した本館建物外観

関
東
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
本
店
本
館

関
東
大
震
災
を
乗
り
越
え
た
本
店
本
館



NICHIGIN 2011 NO.2721

さ
ら
に
本
館
前
庭
に
避
難
し
て
い
た

荷
車
等
に
も
延
焼
し
、「
本
館
」
の
全

周
が
猛
火
で
包
囲
さ
れ
る
事
態
と
な

り
ま
し
た
。

　

二
日
未
明
、
突
風
に
あ
お
ら
れ
た
火

炎
が
つ
い
に
本
館
ド
ー
ム
屋
根
を
溶

か
し
、
二
階
八
角
室
へ
落
ち
た
火
炎
が

た
ち
ま
ち
三
階
の
大
部
分
を
焼
き
尽

く
し
ま
し
た
（
写
真
３
）。「
本
館
」
に
と

ど
ま
っ
て
い
た
約
六
〇
名
の
宿
直
員

は
営
業
場
西
側
の
窓
を
開
け
て
西
方

空
き
地
に
何
と
か
避
難
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

窓
の
開
い
た
営
業
場
西
側
か
ら
客

溜
上
部
の
ガ
ラ
ス
屋
根
へ
抜
け
る
猛

烈
な
火
炎
は
営
業
場
の
柱
を
十
分
の

一
く
ら
い
の
細
さ
ま
で
焼
き
尽
く
し

た
と
記
録
さ
れ
て
い
ま
す
（
写
真
４
）。
今

思
え
ば
「
本
館
」
倒
壊
の
危
機
も
迫
っ

て
い
た
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
中
で
行
わ
れ
た
必
死
の
消
火

活
動
が
功
を
奏
し
、
地
下
の
金
庫
室
へ

の
延
焼
は
免
れ
ま
し
た
。
建
物
全
体
に

火
が
回
ら
な
か
っ
た
の
は
、
床
が
す
べ

て
コ
ン
ク
リ
ー
ト
製
の
防
火
床
で
あ

っ
た
た
め
だ
と
思
い
ま
す
。

　

写
真
５
は
上
空
か
ら
撮
っ
た
被
災

状
況
で
す
。
右
下
に
「
本
館
」、
そ
の

右
上
に
東
分
館
、「
本
館
」
の
左
下
に

西
分
館
が
見
え
ま
す
。
ま
た
、「
本
館
」

左
上
に
白
く
四
角
い
建
物
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
は
七
階
建
て
と
し
て
工
事

中
の
北
分
館
で
す
。

　

東
分
館
と
西
分
館
の
屋
根
が
完
全
に

抜
け
落
ち
建
物
内
部
が
見
え
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
建
物
の
屋
根
や
床
が
木
造

だ
っ
た
た
め
壁
以
外
が
す
べ
て
燃
え
て

し
ま
っ
た
か
ら
で
す
（
写
真
６
）。

　

こ
う
し
た
未
曽
有
の
火
災
を
被
っ
た

も
の
の
日
本
銀
行
本
店
は
翌
月
曜
日
に

は
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。
関
東
大
震

災
の
時
で
も
一
日
も
業
務
を
止
め
て
い

な
い
の
は
、
日
本
銀
行
に
と
っ
て
一
つ

の
誇
り
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

写真 3　「本館」3 階事務室の被災
（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 4　「本館」営業場柱の被災。細く焼
け残った柱の両脇を木製柱で応急補強

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

写真 5　上空から見た本店被災
状況（日本銀行金融研究所アー
カイブ所蔵）写真６　西分館の焼失

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

図 1　大正 12 年（1923）被災時の本店（日本橋配置図）

「本館」の焼失個所。赤色は焼失個所を示す
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関
東
大
震
災
に
よ
る
焼
失
は
、
建
物

だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
本
館
」
の

類
焼
に
よ
っ
て
数
多
く
の
貴
重
な
資

料
が
焼
失
し
ま
し
た
。「
本
館
」
の
設

計
図
等
の
建
築
関
係
資
料
も
そ
の
一

つ
で
す
。

　

震
災
の
四
年
前
、大
正
八
年（
一
九
一

九
）に
辰
野
金
吾
が
亡
く
な
り
ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
同
氏
の
功
績
を
後
世
に
伝

え
る
た
め
に
、
代
表
作
の
日
本
銀
行
本

館
の
設
計
記
録
を
刊
行
す
る
こ
と
に

な
り
ま
し
た
。そ
の
編
さ
ん
作
業
が「
本

館
」
で
行
わ
れ
、
ま
さ
に
そ
の
時
震
災

を
受
け
ま
し
た
。
一
カ
所
に
集
め
ら
れ

た
設
計
図
を
始
め
と
す
る
貴
重
な
資

料
が
、「
本
館
」
の
中
で
す
べ
て
焼
失

し
て
し
ま
っ
た
の
で
す
。

　

そ
の
後
、「
本
館
」
の
復
旧
工
事
の

機
会
に
建
物
の
実
測
作
業
を
も
と
に

再
び
図
面
を
復
刻
す
る
こ
と
と
な
り
、

昭
和
三
年
（
一
九
二
八
）
に
よ
う
や
く
、

『
辰
野
紀
念　

日
本
銀
行
建
築
譜
』（
写

真
７
）
を
刊
行
し
当
初
の
目
的
を
果
た
し

ま
し
た
。

　
「
本
館
」
建
物
は
類
焼
に
よ
る
大
き

な
損
失
を
受
け
た
も
の
の
倒
壊
を
免

れ
た
こ
と
に
よ
り
、
早
急
な
復
旧
工
事

を
求
め
ら
れ
ま
し
た
。

　

復
旧
工
事
の
設
計
者
に
指
名
さ
れ

た
長
野
宇
平
治
は
復
旧
に
当
た
り
、
建

築
界
の
指
導
的
立
場
に
あ
っ
た
五
人

の
建
築
博
士
（
曽そ

ね禰
達
蔵
、
中
村
達
太

郎
、
横
河
民
輔
、
葛
西
萬
司
、
塚
本
靖
）

（
注
３
）
を
招
集
し
て
修
復
計
画
を
審
議

し
ま
し
た
。

　

建
築
界
の
重
鎮
が
一
堂
に
集
ま
り

一
年
に
わ
た
る
審
議
を
重
ね
た
こ
と

に
、「
本
館
」
の
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

の
重
要
性
が
見
え
ま
す
。
こ
の
審
議
会

の
模
様
は
「
建
築
博
士
会
議
」
と
し
て

記
録
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

復
旧
工
事
は
、
二
つ
の
大
き
な
方
針

に
基
づ
い
て
い
ま
す
。
一
つ
目
は
、
外

観
を
は
じ
め
辰
野
設
計
の
原
形
を
踏

襲
す
る
こ
と
で
す
。
そ
の
上
で
、
被
災

に
よ
り
判
明
し
た
不
完
全
な
部
分
に

つ
い
て
改
良
を
加
え
る
こ
と
が
二
つ

目
で
す
。

　

外
観
の
改
修
で
は
、
鋼
板
葺
き
の
寄よ
せ

棟む
ね

屋
根
（
注
４
）
を
取
り
除
い
て
利
便
性

に
富
ん
だ
陸
屋
根
（
注
５
）
に
改
修
す
る

案
や
銅
板
製
の
バ
ラ
ス
ト
レ
ー
ト
（
写

真
８
）
を
防
火
性
に
強
い
コ
ン
ク
リ
ー
ト

製
の
手
す
り
壁
に
改
修
す
る
案
が
提

案
さ
れ
ま
し
た
が
、
長
野
は
か
た
く
な

に
外
観
の
保
存
を
固
持
し
ま
し
た
。
た

だ
し
、
類
焼
の
苦
い
経
験（
写
真
９
）
か
ら

開
口
部
の
防
火
対
策
の
強
化
に
対
し

て
は
、徹
底
的
な
改
良
を
加
え
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
地
震
に
よ
っ
て
焼
失

し
た
正
面
の
ド
ー
ム
屋
根
を
鉄
骨
下
地

か
ら
コ
ン
ク
リ
ー
ト
下
地
に
改
め
、
客

溜
上
部
の
ガ
ラ
ス
屋
根
を
防
火
シ
ャ
ッ

タ
ー
付
き
の
天
窓
に
形
状
も
含
め
て
修

復
し
、
さ
ら
に
、
窓
の
シ
ャ
ッ
タ
ー
を

内
外
二
重
の
防
火
シ
ャ
ッ
タ
ー
に
改
修

し
た
こ
と
が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。

　

そ
の
他
、
類
焼
で
耐
力
の
低
下
し
た

各
階
の
既
存
の
床
は
す
べ
て
撤
去
の

上
、
よ
り
耐
火
性
の
強
い
鉄
筋
入
り
の

コ
ン
ク
リ
ー
ト
床
に
改
修
し
ま
し
た

（
写
真
10
）。

　

内
装
に
つ
い
て
も
木
板
張
り
の
床
・

写真９　「本館」屋上の被災。焼失したドーム屋
根とガラス屋根

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

「
本
館
」
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

写真 7　『辰野紀念　日本銀行
建築譜』（日本銀行金融研究
所アーカイブ所蔵）

「
本
館
」の
も
う
一
つ
の
損
失

写真８　バラストレート。円形繰形の装飾柱を用いた屋上手すり
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（
注 

１
）
東
京
銀
行
（
現
在
の
三
菱
東
京
Ｕ
Ｆ
Ｊ
銀
行
）
本

店
の
前
身
。
古
典
主
義
様
式
の
建
物
と
し
て
保
存
運
動

の
中
、
昭
和
五
十
一
年
（
一
九
七
六
）
に
取
り
壊
さ
れ
、

現
在
の
建
物
に
至
る
。

（
注 

２
）三
菱
合
資
会
社
と
米
国
フ
ラ
ー
社
に
よ
り
設
立
。一
、

二
階
に
商
店
街
を
設
け
、
弁
護
士
・
会
計
士
・
医
者
等

多
彩
な
職
能
が
入
居
す
る
新
し
い
事
務
所
ビ
ル
と
し
て

東
京
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
っ
た
。平
成
十
四
年（
二
〇
〇
二
）

に
現
在
の
丸
ビ
ル
に
建
て
替
え
ら
れ
た
。

（
注
３
）
建
築
博
士
会
議

　

 

曽
禰
達
蔵　

辰
野
金
吾
と
工
部
大
学
校
（
の
ち
の
帝
国

大
学
工
科
大
学
、現
在
の
東
京
大
学
工
学
部
）
造
家
（
建

築
）
学
科
の
第
一
回
同
期
と
し
て
、
ま
た
唐
津
の
同
郷

と
し
て
終
生
の
親
友
。
慶
應
義
塾
大
学
図
書
館
等
を
設

計
。

　

 

中
村
達
太
郎　

工
部
大
学
校
造
家
学
科
卒
業
後
、
辰
野

金
吾
（
帝
大
工
科
大
学
長
）
の
下
で
建
築
教
育
に
専
念
。

　

 

横
河
民
輔　

帝
大
工
科
大
学
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

卒
。
鉄
骨
構
造
の
草
分
け
。
旧
三
井
本
館
、
三
越
百
貨

店
本
店
等
を
設
計
。

　

 

葛
西
萬
司　

帝
大
工
科
大
学
明
治
二
十
三
年（
一
八
九
〇
）

卒
。
元
日
本
銀
行
技
師
と
し
て
「
本
館
」
建
設
に
参
画
。

辰
野
葛
西
建
築
事
務
所
を
主
宰
し
、
終
生
辰
野
の
補
佐

役
。

　

 

塚
本
靖　

長
野
宇
平
治
と
帝
大
工
科
大
学
同
期
（
明
治

二
十
六
年<

一
八
九
三>

卒
）。「
本
館
」
設
計
に
も
関

与
。
建
築
意
匠
装
飾
の
権
威
。

（
注 

４
）
四
方
に
勾
配
屋
根
を
持
つ
屋
根
形
式
。
デ
ザ
イ
ン

性
と
雨
仕
舞
が
良
い
の
で
古
来
か
ら
多
く
用
い
ら
れ
て

い
る
。

（
注 

５
）
水
平
な
屋
根
。
人
の
歩
行
が
可
能
な
屋
上
と
し
て

利
用
で
き
る
。「
本
館
」
の
改
修
時
に
高
射
砲
の
設
置
を

含
め
、
採
用
が
検
討
さ
れ
た
。

天
井
か
ら
漆し

っ
く
い喰
塗
り
、
石
張
り
等
の
不

燃
材
に
改
修
し
、
暖
房
配
管
や
電
気
配

線
を
コ
ン
ク
リ
ー
ト
内
に
隠
ぺ
い
す

る
な
ど
、
徹
底
的
な
防
火
対
策
を
施
し

ま
し
た
。

　

こ
の
改
修
工
事
は
、
地
下
金
庫
を
使

い
な
が
ら
の
い
わ
ゆ
る
「
居
な
が
ら
工

事
」
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。
屋
根
が

焼
損
し
て
い
る
た
め
、
建
物
全
体
を
仮

設
屋
根
で
覆
い
、
執
務
室
ス
ペ
ー
ス
を

確
保
す
る
た
め
に
、
建
物
を
半
分
ず
つ

使
用
し
な
が
ら
工
事
し
ま
し
た（
写
真
11
）。

地
下
金
庫
に
影
響
を
及
ぼ
す
こ
と
は
絶

対
に
許
さ
れ
ず
、
一
階
の
床
面
補
修
等

に
は
細
心
の
注
意
を
払
い
ま
し
た
。

　

震
災
復
旧
工
事
は
大
正
十
三
年

（
一
九
二
四
）
十
二
月
か
ら
取
り
掛
か

り
、
震
災
か
ら
三
年
以
上
の
歳
月
を
経

た
昭
和
の
時
代
を
目
前
と
す
る
大
正

十
五
年
（
一
九
二
六
）
十
月
に
完
了
し

ま
し
た
。「
本
館
」
復
旧
に
費
や
し
た

工
事
費
は
最
終
的
に
一
四
〇
万
円
近

く
に
上
り
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
工
事
の
内
容
を
あ
ら
た

め
て
見
ま
す
と
、
今
私
た
ち
が
見
て
い

る
「
本
館
」
は
、
明
治
期
の
姿
の
ま
ま

の
建
物
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
分

か
り
ま
す
。
外
観
は
辰
野
金
吾
、
内
装

は
長
野
宇
平
治
に
よ
る
、
二
人
の
合
作

と
も
言
え
ま
す
。

　
「
本
館
」
は
震
災
後
に
素
早
く
立
ち

上
げ
た
復
旧
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
よ
り

徹
底
し
た
改
良
を
施
さ
れ
、
将
来
へ
末

長
く
生
き
る
建
物
に
生
ま
れ
変
わ
り

ま
し
た
。
あ
る
面
で
は
、
震
災
で
よ
り

寿
命
が
延
び
た
と
見
る
の
も
過
言
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

北
分
館
に
つ
い
て
は
外
壁
等
に
大

き
な
被
害
を
被
っ
た
も
の
の
、
幸
い
建

物
内
部
の
類
焼
を
免
れ
た
こ
と
も
あ

り
、
本
館
修
復
が
終
わ
る
ま
で
応
急
措

置
の
み
を
施
し
て
そ
の
ま
ま
仮
使
用

を
続
け
ま
し
た
（
写
真
12
）。

　

そ
の
後
、
損
傷
の
著
し
い
四
階
か
ら

上
を
取
り
壊
し
て
、
一
時
的
に
三
階
建

て
の
建
物
と
し
て
仮
使
用
を
続
け
、
昭

和
七
年
（
一
九
三
二
）
に
本
店
増
築
計

画
の
中
で
そ
の
存
在
意
義
を
失
い
、
す

べ
て
取
り
壊
さ
れ
ま
し
た
。

　

同
じ
く
工
事
中
に
被
災
し
た
横
浜

正
金
銀
行
東
京
支
店
は
大
掛
か
り
な

補
修
を
伴
い
な
が
ら
昭
和
三
年

（
一
九
二
八
）
に
完
成
し
、
後
の
東
京

銀
行
の
本
店
と
し
て
利
用
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
丸
ビ
ル
も
震
災
改
修
を
大

正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
終
了
し
、

震
災
後
の
北
分
館

写真 11　仮設屋根で覆われた「本館」復旧工事
（日本銀行情報サービス局所蔵）

写真 10　「本館」3 階事務室の復旧工事。
内装のほか、床板・屋根も取り除かれてい
ます（写真 3 参照）。

（日本銀行情報サービス局所蔵）

写真 12　上空から見た復旧後の「本館」（写真左奥
の低い建物）。本館右奥の北分館はこの後、3 階建
てに部分取り壊し。昭和 3 年（1928）頃撮影。

（日本銀行金融研究所アーカイブ所蔵）

平
成
の
時
代
ま
で
長
く
オ
フ
ィ
ス
ビ

ル
の
象
徴
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
き

ま
す
。

　

日
本
銀
行
本
店
建
物
と
し
て
次
世

代
の
期
待
を
担
い
な
が
ら
、
一
〇
年
足

ら
ず
で
取
り
壊
さ
れ
た
北
分
館
は
薄

命
の
建
物
で
し
た
。

　

次
回
は
、
本
館
修
復
工
事
に
引
き
続

い
て
行
わ
れ
た
本
店
増
築
計
画
か
ら

今
日
に
至
る
本
店
建
物
の
変
遷
を
紹

介
し
ま
す
。




